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教
員
と
生
徒
双
方
向
で
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タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

っ
て
授
業
に
臨
む
生
徒

　

一
斉
休
”校
の
経
験
基
に

　

北
海
道
教
育
大
学
附
属
釧
路
中

学
校
（生
徒
数
２
８
９
人
、
早
勢

裕
明
校
長
）
は
、
一斉
休
校
中
に

実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の

経
験
を
基
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（情
報
通
信

技
術
）教
育
を
毎
日
行
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
自
体
も
月
に
１

回
継
続
し
、
取
り
組
み
の
内
容
は

書
籍
に
ま
と
め
た
。
世
界
中
で
急

速
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
未

来
の
教
育
の
在
り
方
を
模
索
し
て

い
る
。

　

同
校
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し
て
お
り
、
現
在
使
え
る
の
は

１
学
年
分
よ
り
少
し
多
い
約
１
４

０
台
。
生
徒
に
は
以
前
か
ら
入
学

直
後
に
使
い
方
や
注
意
事
項
を
学

　　

　

　
　

附属釧路中学校ＩＣＴ教育
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が
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。
成
果
の
発

　　　
　

　

　　　
　　
　　
　　　
　　　　　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
グ
ル
ー

プ
活
動

ぶ
場
を
設
け
て
い
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
４
～
５
月

の
休
校
期
間
中
に
行
っ
た
。
国
語

な
ど
の
主
要
５
教
科
が
中
心
で
、

授
業
時
間
は
生
徒
の
負
担
な
ど
を

考
え
て
１
日
３
時
間
。
新
学
習
指

導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「主

体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

目
指
し
、
教
員
と
生
徒
双
方
向
の

や
り
取
り
が
で
き
る
環
境
を
重

視
。
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
，「ロ
イ

ロ
ノ
ー
ト
」
や
ウ
ェ
ブ
会
議
ア
プ

リ

「Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（ズ
ー
ム
）
」
な

ど
を
使
用
し
た
。

各
教
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

「生
徒
一人
一人
の
理
解
度
が
よ

り
正
確
に
把
握
で
き
る
」
「教
師

の
授
業
力
が
一層
求
め
ら
れ
、
教

師
の
授
業
が
選
択
さ
れ
る
時
代
に

な
る
」
な
ど
と
感
じ
た
と
い
う
。

得
ら
れ
た
経
験
を
生
か
す
た
め
に

も
、
学
校
再
開
後
は
通
常
の
授
業

の
中
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

意
見
や
技
術
…
共
有
瞬
時
．

　

現
在
は
主
要
５
教
科
に
保
健
・

体
育
な
ど
も
加
え
た
全
９
教
科
で

使
用
し
て
い
る
。
数
学
の
赤
本
純

基
教
諭
は
、
問
題
を
解
い
て
い
る

途
中
で
画
面
に
表
示
さ
せ
、
個
々

の
学
習
到
達
度
を
瞬
時
に
確
認
し

た
上
で
の
個
別
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
画
面
は
生
徒
同
士
で
も
共
有

さ
せ
、
自
分
と
別
の
解
き
方
が
な
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い
か
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
。

　

赤
本
教
諭
は
云
っま
で
は
ク
ラ

ス
全
員
の
考
え
を
知
ろ
う
と
す
る

と
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
（タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
れ
ば
）
意
見
や

技
術
の
共
有
が
席
に
座
っ
た
状
態

で
瞬
時
に
で
き
る
」
と
利
点
を
強

調
す
る
。
授
業
で
は
生
徒
に
問
題

か
ら
解
答
ま
で
自
作
さ
せ
る
と
い

う
指
導
を
前
か
ら
行
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
も
全
員
分
を
す
ぐ
に
共

有
で
き
、

「ク
ラ
ス
に
３３
人
い
れ

ば
、
３３
人
分
の
問
題
集
を
瞬
時
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一層
学
び

を
深
め
ら
れ
る
」
と
語
る
。
今
後

は
生
徒
同
士
が
意
見
を
述
べ
合
う

協
働
的
な
学
習
の
中
で
も
使
う
こ

と
が
で
き
る
か
を
探
り
た
い
と
い

ｙつ
。主
要
５
教
科
以
外
に
も
、
美
術

で
は
自
身
の
考
え
を
述
べ
る
際
の

月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業

　　
　

　　　
　
　

　　　
　
　
　

　
　
　　　

　

時
に
鑑
賞
し
て
考

　

え
を
伝
え
合
う
試

｛

　

み
も
行
っ
た
。
３

‐享
年
の
菊
池
貫
太
さ

　

ー，…
ん
は
「た
く
さ
ん

　

－
の
資
料
が
手
元
に

　

帥あ
る
状
態
で
、
手

－

た
軽
に
持
ち
運
べ

　　　　　　　　　　

　

ら
れ
る
」
と
メ
リ

　

ッ
ト
を
話
す
。

　　

国
内
で
は
現

ー庄
・
小
中
学
主
に

　
　
　
　
　
　

　

一在

　

／
中
学
生
む

　

１
人
１
台
ず
つ
夕

き
／
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

　

支
給
す
る

「Ｇ
Ｉ

澄；
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
．

　　　

想
」
が
進
行
中
だ

　

ｒ

　　

が
、
同
校
で
も
来

　　　

年
度
の
１
人
１
台

参
洋

　　

．が

　

き

　

体
制
に
向
け
て
準

　　　

備
が
進
む
。
４
月

み／
〆～だ
は
小
中
一貫
の
義

　　　　　

　
　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　

　

　　　　　　

　

　

　

務
教
育
学
校
と
な

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

も
あ
り
、
小
林
一

博
副
校
長
は
ｈ司

能
性
は
さ
ら
に
広

述
べ
て
い
る
。
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（第三種郵便物認可）


